
                        第５８号議案

平成３０年度 教職員定期人事異動方針について

  平成３０年度教職員定期人事異動方針について、別紙案を添えて教育委員

会の審議に付します。 

  平成２９年９月２７日

                      一 宮 市 教 育 委 員 会

                      教育長  中 野 和 雄  

提案理由 

  市民の信託に応え、本市公立小・中学校教育の充実・振興を図り、学校

に清新の気風を醸成し、教職員の教育意欲を高揚するための定期人事異動

方針について、教育委員会の議決を求めるため、本案を提出します。 



      平成３０年度 教職員定期人事異動方針について

                   一 宮 市 教 育 委 員 会

１ 方  針

  愛知県教育委員会の「平成３０年度教職員定期人事異動方針」に基づいて

実施する。

 (1) 広く人材を登用し、適材を適所に配置し、教育効果の向上をはかる。 

 (2) 新しい教育課題に適切に対応するため、職務経験の多様化や効果的な人 

   材育成をねらいとした配置を推進する。

 (3) 地域及び学校間における教職員構成の均衡、充実をはかる。

 (4) 遠隔地への勤務を余儀なくされている者については、計画的に調整に努 

   める。

２ 実施要項

 (1) 校長については愛知県公立小中学校長任用候補者選考審査による「愛知県

公立小中学校長任用候補者名簿」に、教頭については愛知県公立学校教

頭任用候補者選考審査による「愛知県公立学校教頭任用候補者名簿」に

登載された者から登用する。

 (2) 多様で豊富な教育的経験をもてるように、学校種別間の交流について配慮

する。

 (3) 同一学校の長期勤務者についての異動

  ア 同一学校６年以上の勤務者はその対象とする。

  イ 新任より同一学校５年以上の勤務者を対象とする。

 (4) 同一学校の短期勤務者についての異動

  ア 勤務年数が３年未満の者については、原則として対象にしない。

 (5) 通勤時間は片道おおむね１時間３０分程度までを原則とするが、常に教職

員の適正な配置を優先して考慮する。

 (6) 同一校内における婚姻の場合は、転任について特別に配慮する。



参 考 資 料  

平 成 ３ ０ 年 度 教 職 員 定 期 人 事 異 動 方 針 

                          愛知県教育委員会

   県民の信託に応えて本県公立学校教育の一層の充実・振興を図り、学校に清

  新の気風を醸成し、教職員の教育意欲を高揚するため、次の基本方針に基づい

て定期人事異動を実施する。 

  １ 適材適所を旨として公正かつ適正な異動を行い、人事の刷新を図る。 

  ２ 新しい教育課題に適切に対応するため、職務経験の多様化や効果的な人材 

   育成をねらいとした配置を推進する。 

  ３ 全県的視野に立ち、広域にわたる人事をさらに推進するとともに、学校間・

地域間における教職員構成の充実・均衡を図る。 

  ４ 特別支援教育、へき地教育及び定時制・通信制教育の一層の充実を図るた

め、教員の配置の適正化に努める。 

  ５ 校長、教頭等への昇任に当たっては、厳正かつ公平な審査に基づき、勤務 

   成績が優秀で、管理・指揮監督能力に優れ、特に包容力のある豊かな人間性 

   と高い識見を有する人材を、男女を問わず登用する。 

  ６ 市町村教育委員会の内申及び校長の意見を尊重する。



第５９号議案  

一宮市教育委員会指定管理者にかかる実績評価委員会委員の解嘱並びに委嘱について 

 一宮市教育委員会指定管理者にかかる実績評価委員会委員の解嘱並びに委嘱について、

別紙案を添えて教育委員会の審議に付します。 

平成２９年９月２７日 

一宮市教育委員会 

教育長 中 野 和 雄 

提案理由 

 実績評価委員会委員の辞任届が提出されたため、一宮市教育委員会指定管理者にかかる

実績評価委員会設置要綱第４条第２項の規定により本案を提出します。 



１．一宮市教育委員会指定管理者にかかる実績評価委員会委員 解嘱該当者 

                        （解嘱日 平成２９年９月２７日） 

氏   名 備    考 

加藤
かと う

 和子
かず こ

委員辞任届の提出 

２．一宮市教育委員会指定管理者にかかる実績評価委員会委員 委嘱候補者 

氏   名 備    考 
新任

再任

平田
ひら た

 博子
ひろ こ 施設利用者代表 

（一宮地域文化広場）
新 

３．委嘱期間 

  平成２９年９月２８日から平成３０年６月３０日 

＊一宮市教育委員会指定管理者にかかる実績評価委員会設置要綱第４条第２項の規定 

に基づく前任者の残任期間 



一宮市教育委員会指定管理者にかかる実績評価委員会設置要綱 

（設置） 

第１条 一宮市教育委員会（以下「教育委員会」という。）が所管する公の施設

への指定管理者導入に伴い、指定期間中における指定管理者の業務水準を確

認するため、指定管理者にかかる実績評価委員会（以下「委員会」という。）

を設置する。 

 ２ 委員会は、評価を受ける指定管理者２団体毎に１つの委員会を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 各委員会は、教育委員会が所管する公の施設の指定管理者（以下「指

定管理者」という。）があらかじめ事業計画書に記載された事項と実際に提供

されている業務水準について比較検討を行うため、次の事項について審査検

討するものとする。 

(１)指定管理者が提出した事業報告書（月次、四半期、年間） 

(２)協定書に記載された事項の執行状況 

(３)リスクが発生した場合の協議 

(４)協定書の解釈に疑義が生じた場合、または協定書に定めのない事項が生じ

た場合、教育委員会の求めに応じて行う聴聞 

(5)その他、委員会が必要と認めた事項 

（組織） 

第３条 各委員会は、次に掲げる者のうちから教育委員会が委嘱する委員をも

って組織する。 

(１) 教育長又は教育文化部長 

(２) 次長相当職の市の職員 

(３) 公認会計士 

(４) 学識経験者 

 (５) 施設利用者代表 

２ 各委員会に会長、副会長を置き、会長には教育長又は教育文化部長、副会

長には次長相当職の市の職員をもって充てる。 

３ 会長は、各委員会を代表し、会務を総理する。 

４ 会長に事故あるとき、又は会長が欠けたときは、副会長がその職務を代理

する。 

 （委員の任期） 

第４条 委員の任期は、１年間とする。ただし、教育委員会は、委員の同意を 

得て、これを延長することができる。 

２ 委員が辞任し、又は欠けたときは、速やかにこれを補充するものとする。



この場合における任期は、前任者の残任期間とする。 

（会議） 

第５条 各委員会は、会長が招集し、会長がその議長となる。 

２ 各委員会は、委員の半数以上が出席しなければ開くことができない。 

３ 会長は、必要があると認めたときは、委員以外の者を各委員会に出席させ

ることができる。 

４ 各委員会は、公開しないものとする。 

（庶務） 

第６条 委員会の庶務は、教育文化部教育指定管理課が処理する。 

（雑則） 

第７条 この要綱に定めるもののほか、各委員会の運営に関し必要な事項は、

教育委員会が別に定める。 

付 則 

この要綱は、平成１８年７月１４日から施行する。 

付 則 

この要綱は、平成２０年７月１日から施行する。 

付 則 

この要綱は、平成２４年４月１日から施行する。 

  付 則 

この要綱は、平成２７年７月１日から施行する。 





第６０号議案

一宮市教育委員会後援名義の使用について

一宮市教育委員会後援名義の使用について、別紙のとおり申請がありました

ので、教育委員会の審議に付します。

平成２９年９月２７日

一宮市教育委員会      

教育長 中 野 和 雄 



一宮市教育委員会後援名義使用許可基準 

（許可基準） 

第２条 後援名義の使用の許可は、次の各号のいずれかに該当する事業に対して行うも

のとする。 

(1) 国又は地方公共団体が主催し、又は後援する事業 

(2) 学校又は学校の連合体が主催する事業 

(3) 市内の公共的団体及びこれに加盟している団体が主催する事業 

(4) 公益法人及びこれに準ずる団体（宗教法人を除く。）が主催する事業 

(5)  次に掲げる団体等が主催する事業で、その内容（入場料、場所、事業内容等）が

適当と認められる事業 

ア 市内の教育関係団体 

イ 報道機関（新聞社又は放送局） 

ウ 国、地方公共団体が補助等をしている団体 

(6) 過去において、教育委員会が後援した実績のある事業 

(7) 前各号に掲げる事業のほか、教育委員会が適当と認めた事業 

２ 前項の規定にかかわらず、当該事業が次の各号のいずれかに該当する場合は、後援

名義の使用を許可しないものとする。 

(1) 営利を目的として行われる事業 

(2) 特定の政党又は宗教団体が主催する事業 

(3) 教育の中立性を損なうおそれのある事業  

(4) 会員制又は会員勧誘を前提とした事業 

(5) 公の秩序又は善良な風俗を乱すおそれのある事業 

(6) 市内全域を対象としない事業 

(7) 一宮市暴力団等の排除に関する条例（平成 23 年一宮市条例第 24 号）第 2 条第 1

項第１号に規定する暴力団又は同項第 2 号に規定する暴力団員若しくはこれらと密接

な関係を有する者が主催し、又は関与すると認められる事業 

(8) 前各号に掲げる事業のほか、教育委員会が支障があると認めた事業



一宮市教育委員会後援名義使用許可申請 
                      （総務課）

- 1 - 

受付 

番号
申請者 事業名 内容 実施日 開催場所 参加料 

許可 

基準

５ 

グラウンド

ワーク一宮

実行委員会 

委員長 

加藤
かとう

 昭宏
あきひろ

（共催）  

一宮市・宮田

用水土地改

良区 

第１９回「大江川

クリーン作戦」 
・大江川の清掃 

11 月 11 日

（土） 

9 時～11 時 

雨天中止 

大江川 無 料 
(1) 

(6) 

６ 

地域別県民

文化大祭典

2017 中央実

行委員会 

実行委員長 

横田
よこた

 正行
まさゆき

地域別県民文化  

大祭典 2017 

・記念式典 

・教育講演会 

・コンサート 

・文化行事、模擬店 

・バザーなど 

9 月 30 日

（土） 

～ 

11 月 26 日

（日）

オリナス

一宮・宮前

広場ほか 

県下 39 会

場

有 料 

大 人 

1,000 円 

中・高校

生 500 円 

(6) 



一宮市教育委員会後援名義使用許可申請 
                      （学校教育課）

- 1 - 

受付 

番号
申請者 事業名 内容 実施日 開催場所 

参加

料 

許可 

基準

35 

尾西信用金庫 

地域業務支援理事部

長 

岩田
いわた

 親
ちか

典
のり

びしんの冬休み教

室 

・一宮市内の囲碁クラブを持

つ小学校児童および近隣小学

校児童を対象にした囲碁教室

および書道教室 

参加予定者100名 

12月23日(土) 
尾西信用金庫 

本部6階 
無料 (6) 









一宮市教育委員会後援名義使用許可申請 
                      （スポーツ課）

- 1 - 

受付 

番号
申請者 事業名 内容 実施日 開催場所 参加料 

許可 

基準

33 

一宮ライオンズ 

クラブ 

会長 伊藤
いとう

裕彦
ひろひこ

一宮市 

オールスター 

選抜学童野球祭 

一宮市内4つのブロッ

クに分け4チームのト

ーナメント方式で実

施する 

11 月 18 日

(土) 

平島公園 野

球場 
無料 (6) 

34 

一宮北部 

少年野球クラブ  

会長 森田
もりた

悦
えつ

弘
ひろ

第24回秋季 

一宮北部 

少年野球大会

一宮北部少年野球

クラブに加盟登録され

たチームによるトーナ

メント戦。(Ａの部 Ｂ

の部) 

11月3日(祝

金)～12 月

10日（日）

大野極楽寺公

園野球場 

１チーム 

7,000円 
(6) 

35 

一宮市スキー連盟 

会長 日比
ひ び

正幸
まさゆき

第56回 

一宮スキー学校

妙高会場 

一宮市及び近郊に 

在住、在勤、在学の方

を対象としたスキー

スクール 

募集定員 40名 

12 月 29 日

(金)～ 

12 月 31 日

(日) 

妙高高原 池

の平温泉スキ

ー場 

大人 

52,000円 

小中学生

48,000円 

(3) 

(6) 

36 

一宮軟式野球連盟 

会長 鳥越
とりごえ

豊
ゆたか

主催 

ＮＰＯ法人ドラゴ

ンズベースボール

アカデミー、中日

ドラゴンズ、中日

新聞社、中日スポ

ーツ 

ドラゴンズベース

ボールアカデミー 

キッズ野球教室 

これから野球を始め

ようとする幼稚園年

長から小学４年生を

対象に、ベースランニ

ング・キャッチボー

ル・ティーボールを使

った打撃指導などを

行う。 

募集定員 150名 

11 月 25 日

(土) 

大野極楽寺公

園野球場 
無料 

(4) 

(5) 

イ 



一宮市教育委員会後援名義使用許可申請 
                      （博物館事務局）

- 1 - 

受付 

番号
申請者 事業名 内容 実施日 開催場所 参加料 

許可 

基準

１ 

愛知県国登録有形

文化財建造物所有

者の会 

会長 

 小栗
おぐり

 宏次
こうじ

愛知登文会 国登録

有形文化財 

建物特別公開 2017 

登録有形文化財の魅力を

広く県民に知ってもらう

とともに、愛知県国登録有

形文化財建造物所有者の

会の存在をアピールする

ため、特別公開日を定め、

協力が得られる所有者の

方と連携して、普段公開さ

れていない登録文化財の

公開や専門家による建物

解説などを行う。 

11月23日（木・

祝） 

・尾西歴史民

俗資料館 

・墨会館 

・旧湊屋 

無料 （６） 

２ 

萩原町郷土史研究

会 

事務局長 

 金子
かねこ

 光二
みつじ

第３回萩原町の人々

が語る戦争展 

―博愛の心で傷病者

を看護した遠島さん

― 

冨田方在住の陸軍従軍看

護婦を勤められた遠島さ

んの体験談、日本赤十字社

愛知県支部従軍看護婦資

料、萩原町忠魂碑と戦没者

戦争中の萩原町の風景、

「満洲の悲劇」「無言の帰

国」資料、「佐藤一英」作

品などを展示し、萩原町の

郷土史を後世に伝える。 

10月20日（金） 

～23日（月） 
萩原公民館 無料 （６） 


